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代表取締役副社長の柳でございます。

本日はお忙しいところご出席いただきまして誠にありがとうございます。
2020年3月期 第1四半期決算の概要についてご説明します。
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まず、第1四半期実績の概要についてご説明します。

ご覧のとおり、全ての項目で前期比プラスとなっており、全体として、通期業
績予想達成に向けて、いいスタートを切ることができたと考えています。

受注高は、前四半期に続いて北米が大きく伸びていることに加え、EMEA・中
南米が引き続き好調を維持しており、非常に順調です。

売上高は、海外・国内ともに着実に伸びており、こちらも順調です。

また、営業利益については、旧Dell Services部門買収に伴うPMI費用が減少し
たことによって増益となっています。

それでは各項目につきまして、増減の内容をセグメントごとに説明します。
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まず、受注高です。
公共・社会基盤は、テレコムやユーティリティ業界における案件の獲得によっ

て着実に伸びています。

金融は前期比で大きくマイナスとなっていますが、これは前期に受注した大型
案件の反動減によるもので、想定通りの動きです。

法人・ソリューションは、主に製造業向け案件の獲得により伸びています。

北米は、前四半期に続いて大幅なプラスとなっています。巻末のトピックで取
り上げている米国国際開発庁からの新規大型案件をはじめ、複数の大きな案件が
取れており、これまで取り組んできた営業力強化等の効果が確実に出ていると考
えています。

EMEA・中南米は引き続き好調で、特にスペインを中心とした欧州で案件獲得
が増加しています。
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次に、売上高の状況です。
公共・社会基盤は前期比でマイナスとなっていますが、これは中央府省向け

サービスの反動減によるもので、想定通りの動きです。

金融は、金融機関向けサービスの規模拡大によって増収となっています。

法人・ソリューションは、製造業向けサービスの増収に加え、前期に買収した
ペイジェント社の連結拡大やCAFISのオーガニック成長によりペイメントサービ
スが増収となっており、順調に推移しています。

北米は、M&Aによる連結拡大によって増収となっており、EMEA・中南米は、
引き続きスペインを中心に着実に伸びています。
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最後に、営業利益の状況です。
公共・社会基盤は、減収による減益はありますが、前期と比べて原価率が改善

していることから、利益は前年並みとなっています。

金融、 法人・ソリューション、EMEA・中南米は増収に伴う増益がある一方、
それぞれ事業拡大に向けた費用が増加していることから利益は前年並みとなって
いますが、いずれも想定通りです。

北米は、旧Dell Services部門買収に伴うPMI費用が減少したことによって増益
となっています。

以降は、事業トピックや数値情報等を記載していますので、ご説明は省略しま
す。
私のプレゼンテーションは以上とさせていただきます。ありがとうございまし

た。



9

（説明省略）



10

（説明省略）



11

（説明省略）



12

（説明省略）



13

（説明省略）



14

（説明省略）



15

（説明省略）



16

（説明省略）



17

（説明省略）



18

（説明省略）



（説明省略）

19



20

（説明省略）



21

（説明省略）



22

（説明省略）



23

（説明省略）



24

（説明省略）



（説明省略）

25



（説明省略）

26



（説明省略）

27



（説明省略）

28



（説明省略）

29



（説明省略）

30



（説明省略）

31



（説明省略）

32



（説明省略）

33



34

（説明省略）


